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営農型太陽光発電事業の展開に向けた業務提携について 

東北電力株式会社（本店:宮城県仙台市、代表取締役社長 社長執行役員:石山 一弘、以下   

「東北電力」）、千葉エコ・エネルギー株式会社（本社:千葉県千葉市、代表取締役:馬上 丈司、

以下「千葉エコ・エネルギー」）、および Cyrinx 株式会社（本社:東京都渋谷区、代表取締役:   

荒木 宏光、以下「Cyrinx」）は、営農型太陽光発電事業※（以下「本事業」）の展開に向けて、     

本日、業務提携契約を締結いたしました。 

2030年エネルギーミックスの達成に向け、再生可能エネルギー（以下「再エネ」）の導入が  

進む中、特に地上設置型の太陽光発電について新たに設置できる場所が減少しており、適切に 

営農しながら農地上空を有効に活用して発電を行う営農型太陽光発電は、地域共生型の取り組み

として期待が高まっています。 

一方で、発電設備の導入コストや、営農と発電を両立させる特殊な架台設計が必要であること

などが普及の課題となっております。こうした課題の解決に向け、東北電力が有する「発電設備の

建設・運用に関する知見」と、千葉エコ・エネルギーが有する「営農型太陽光発電の領域における

豊富な知見」、Cyrinx が有する「太陽光発電設備の開発・設計などにおける高い技術力」を持ち寄り、

本事業の展開に取り組んでまいります。 

本事業の展開により、再エネの導入拡大に寄与するとともに、営農者・地権者には土地

利用料等を通じた収入の多角化が実現し、農業経営の改善と新規就農者の参入促進や、耕作放棄地の

再生に貢献する可能性があります。 

3 社は業務提携により、営農型太陽光発電が持つ多面的価値を追求しながら普及拡大に取り 

組み、東北6県および新潟県をはじめとしたさまざまな地域で、持続可能なエネルギーと農業の 

未来を目指してまいります。 

※農地法に基づく農地の一時転用許可を受け、農地上空に太陽光を電気に変換する設備を設置し、営農を継続 

しながら発電を行う事業 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

3 社の共同実証により設置中の太陽光発電設備（左から千葉エコ・エネルギー 代表取締役 馬上 丈司、  

東北電力 事業創出部門 副部門長 細井 暁、Cyrinx 代表取締役 荒木 宏光） 

≪千葉エコ・エネルギーの概要≫ 

会 社 名 千葉エコ・エネルギー株式会社 

設立年月日 2012 年 10 月 

本 社 千葉県千葉市稲毛区弥生町 2-15 

代 表 者 代表取締役 馬上 丈司 

事 業 内 容 営農型太陽光発電の事業開発、営農計画の策定、一時転用許可の

申請支援、運営支援 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.chiba-eco.co.jp/  

≪Cyrinx の概要≫ 

会 社 名 Cyrinx 株式会社 

設立年月日 2024 年 10 月 

本 社 東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目 13-15 

代 表 者 代表取締役 荒木 宏光 

事 業 内 容 営農型太陽光発電を含む多様な再エネ電源による発電設備等の 

導入におけるエンジニアリング・技術アドバイザリー支援 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.cyrinx.co.jp/  

 

以 上 

（別紙）営農型太陽光発電事業の展開に向けた業務提携について 
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